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　要旨：症例は６０歳の男性．労作時呼吸困難を主訴に入院．Chronic obstructive pulmonary disease

（以下 COPD）最重症と診断されたが，内科治療にても改善はなかった．National Emphysema Treat-

ment Trial（以下 NETT）に準じた Lung volume reduction surgery（以下 LVRS）適応基準を満た

し，LVRS を施行した．FEV１.０ は LVRS ２カ月後に改善した．その後徐々に漸減傾向を呈しているが，

術後３年後でも依然として術前値よりも高い値を維持できている．また，６
　
 分間歩行試験において，

LVRS 後は歩行距離が現在も漸増している．重症 COPD 患者に対して内科治療に加え，LVRS を施行す

ることで，３
　
 年経過しても呼吸機能，運動耐容能，QOL が改善した症例を経験した．LVRS の有効性の再

認識が必要である．
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